
は　じ　め　には　じ　め　には　じ　め　には　じ　め　には　じ　め　に

野菜は体によいという迷信がある。実は嘘である。もしかするとスーパーが意図的にばら撒いているデマ
かもしれない。本当はちゃんと出来た野菜は体にいいかもしれないというのが正解である。
現在、ほとんどの野菜は、農協の戦略のもと近代的な大量生産農業で栽培されている。広い地域に単一作
物を集中的に栽培する方法である。この科学的な方法には以下のような特徴がある。

土壌殺菌をする。
化学肥料を使用する。
殺虫農薬を大量に散布する。
苗・種を工業的に栽培する。

地方の得意・特産品はこうした努力のもと意図的に作られている。スイカの特産、大根の特産、トマトの
特産、イチゴの特産などである。しかし、この特産品こそがもっとも恐ろしい農業の象徴なのである。
なぜなら、同じ地域で同じ作物を大量に作りつづけることを意味しているからだ。
本来、たいていの栽培植物には連作障害がつきものである。連作障害というものは土壌細菌や害虫によっ
て引き起こされる。にんじんがその良い例であるが、にんじんを作った土地には土壌線虫という害虫が発
生する。そのために、翌年も同じ場所でにんじんを栽培するとその害虫の被害にあう。害を及ぼす生き物
が細菌であれば、栽培植物が同じ病気にかかりやすくなるのである。このために、近代農業では土壌を薬
剤で殺菌する。連作障害を引き起こす細菌や害虫を殲滅するためである。土壌殺菌には副作用がある。殺
菌は病害中を抹殺するだけでなく通常の腐敗菌やミミズなどの益虫なども殺してしまうことである。この
ために、畑にいくら堆肥をいれても養分が分解されず野菜は化学肥料に頼る意外に肥料を吸収できなく
なってしまうのである。
連作障害を防ぐにはもう一つの方法がある。接木苗という方法である。野菜の栽培種は一般に病害虫に弱
いのであるが、その原種に相当する種にはそのひ弱さがない。このため、栽培野菜の苗の根を取り去り原
種の台木の接木して栽培するのである。しかし、この方法は果実の味に微妙に影響する。吸い上げる根の
性質が違うから当然のことである。スイカの場合この味の違いは比較的はっきりとしている。中高年にス
イカ好きが多く、いまどきの子供たちがスイカ好きでないというのは栽培方法の変化が関係しているのか
もしれない。
作物を作れば、当然地味は痩せる。その修復には、土地を休ませたり深耕といって深く土地を掘り返し微
量成分を土地の深部から補給するという方法がある。しかし、そのいずれもが現代の経済感覚にはそぐわ
ないものとなっている。このために安易な化学肥料が使われることになる。畑はいつも点滴治療をほどこ
されているのである。
もう一つの近代農業の特徴は害虫駆除である。現在では野菜に害虫が少しでもあれば商品価値がないとい
うことで極端な農薬散布が行われる。ぶどうやモモの産地に行くとよく見られるのであるが、葉が白くな
るほど農薬を塗られているのである。この害はだれにでも想像のつくものであろう。

エジプトは畑作の大先輩地域である。エジプトはクレオパトラの頃と同様、ナイルの洪水により豊かな畑
が広がっており、人類史上最も長続きした畑作を営んできた。洪水が運ぶ土砂が大量の養分を含んでいた
ためだ。洪水が来て種を撒けば食物にありつけたのである。
しかも３０年ほど前にアスワンハイダムができてから洪水がなくなり、灌漑設備も整い、畑は一年中野菜
の栽培ができるようになった。しかし、それまでのように種を撒くだけの農業では駄目になってしまった。
洪水による肥料の補給が途絶え、毎年肥料を欠かすことができなくなったためである。やがて、連作障害
も懸念されるようになろう。
そのうち、エジプトも日本のスーパーで売っている程度の野菜しか採れなくなるのであろうか。
３０００年あるいは４０００年も続いた農業を近代文明が破壊したのである。
日本の農業の変化はナイルの畑ほど劇的ではなかった。しかし、同じことのような気がしないでもない。
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■製品の応用範囲について■製品の応用範囲について■製品の応用範囲について■製品の応用範囲について■製品の応用範囲について
当社製品はすべて民製品部品を使用しております。この為高度な信頼性を必要とする分野、人命に関する用途への応
用はご遠慮ください。
■製品の保証期間について■製品の保証期間について■製品の保証期間について■製品の保証期間について■製品の保証期間について
弊社では出荷後一年以内に限り、通常の使用の範囲で自然に故障した製品については無償で保守・代替品の交換を承っ
ております。明らかな、自然故障の保守・交換については現品を弊社まで御送り下さい。
■出張保守■出張保守■出張保守■出張保守■出張保守・・・・・フィールド費用及び拡大損害についてフィールド費用及び拡大損害についてフィールド費用及び拡大損害についてフィールド費用及び拡大損害についてフィールド費用及び拡大損害について
弊社の保守サービスは弊社本社内に限定されます。弊社従業員による出張保守、弊社製品に起因すると考えられる保
守費用の弊社への請求は承りかねます。弊社従業員の派遣を要請される場合は別に規定する保守費用を請求させてい
ただきます。弊社の製品は特定の用途・使用環境を限定することのできない半製品です。弊社製品を使用することに
よって生じたいかなる損害についても弊社で負担することはできません。
■遠隔地への出荷について■遠隔地への出荷について■遠隔地への出荷について■遠隔地への出荷について■遠隔地への出荷について
弊社の製品を使用した装置を海外等の遠隔地に出荷される場合には、貿易管理令によって規定された所定の手続きが
必用です。弊社では手続きに必用な資料を用意しておりますので、輸出の際には弊社までご請求下さい。また、遠隔
地への出荷された製品の保守については上記のとおり弊社では責任を負いかねますので使用者の責任において実施下
さい。
■バッテリバックアップの信頼性について■バッテリバックアップの信頼性について■バッテリバックアップの信頼性について■バッテリバックアップの信頼性について■バッテリバックアップの信頼性について
リチウム電池の寿命は５年以上とされていますが、極めて低い発生率ではありますが、電池そのものの不具合やその
他の部品の不具合により電池の寿命が著しく低下することがあります。また、電池によるデータの保持は原理的に完
全なものではありません。極めて低い確率ではありますが、データを失う現象があります（被雷・写真のストロボ・放
射線の被曝）。また、通常の運搬時における結露、輸出入時に発生する振動や極端な湿度によりデータが失われる事例
もあります。プログラムの消失に不安がある場合、適切な保守を行うことのできる技術スタッフのいない遠隔地への
移動の場合はプログラムをＲＯＭ化して下さい。プログラムの消失に関する責任は負いかねます。
■フロン全廃について■フロン全廃について■フロン全廃について■フロン全廃について■フロン全廃について
当社製品の洗浄はフロン全廃にともない無洗浄方式に暫時移項しています。ボードが未洗浄に見える場合は無洗浄タ
イプのフラックスを使用しております。仕様、性能には何等影響はありません。環境保全の立場からの措置ですので
何卒御理解下さいますよう御願い申しあげます。
■仕様の変更について■仕様の変更について■仕様の変更について■仕様の変更について■仕様の変更について
９６年より８２５５，８２５１等８０系ＩＣ、又９９年には1ＭＳＲＡＭ、ＴＭＰ６８３０１（CPU）の製造中止があ
いついでおります。弊社では使用上の互換性を確保すべく、都度設計変更・対応処置をとっておりますが、通常使用
されない機能などが一部修正される場合があります。あらかじめご了承ください。
■フラッシュＲＯＭについて■フラッシュＲＯＭについて■フラッシュＲＯＭについて■フラッシュＲＯＭについて■フラッシュＲＯＭについて
９６年１１月より弊社ではフラッシュＲＯＭを採用しました。フラッシュＲＯＭの書き換え保証回数は１０万回、ま
たデータ保持時間は１０年とされております（ＥＰＲＯＭと同仕様）。また、フラッシュＲＯＭは消去、書き換え中に
電源が遮断されると破損する場合がありますので、保守時は安定した電源環境で御使用ください。
■改版について■改版について■改版について■改版について■改版について
弊社ではパソコン側、ＭＰＣ側のプログラムの改版を頻繁に行っています。これは最近の工業用ニーズの多様化とユー
ザの要望に対応するものですが、稼動中の装置への適用はユーザの責任において行ってください。当社では互換性の
確保について十分に配慮していますが、アプリケーションによっては予測不可能な不具合を生じることがあります。こ
れについては弊社では責任を負うことができません。
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